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３ 要旨

近年の気象変動の影響等により、モモ、ナシ、リンゴの開花期は前進傾向にあり、特に、モモでは収穫期の前進が顕著

である。福島県で採用している発育速度（ＤＶＲ）モデルを利用したモモ、ナシ、リンゴの発芽、開花予測、モモの硬核期、収

穫期予測技術の検証を行ったところ、比較的高温で経過した年についても適合しており、実用的な精度を有している。

(1) 1976～2015 年のモモ、ナシ、リンゴの発芽期及び開花期は、年次変動は大きいものの、気温の上昇の影響を受け、前

進している。また、モモ、ナシの収穫期についても前進傾向が認められる。

(2) モモ、ナシ、リンゴの発芽期や開花期、モモの硬核期、収穫期を予測するＤＶＲモデルについて、2001年～2015年の気

象データと発育データにより精度を検証したところ、一定の誤差は認められるものの、比較的高温で経過した 2004 年、

2007 年、2010 年も含めて予測が適合しており、実用的な精度を有している。
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